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12 月定 例 議 会の内容をわかりやすくお伝えします。

議会だより
だいせん
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鳥取県大山町議会

83号

どうする？ どうなる？ みんなの公民館

推し活だいせん工房の発表



集落支援員／公民館主事

基本計画策定委員

磯 崎  つ ば さ さん

みんなが集い、ワクワクを育む

みんなの公民館

ど
う
す
る
？

公民館は市町村が設置する社会教育施設。

いつでも、誰でも、気軽に利用できる

学習・交流拠点です。

老 朽 化 が きっか け で

公 民 館 建 て 替 えを 検 討

そもそも公
民館って何

するところ？

中山 築51年

2023年9月 第1回住民意見交換会

2024年1月 第2回住民意見交換会

2024年3月 基本構想策定委員会設置 11月までに9回開催

2024年8月 基本計画策定委員会設置 専門家の意見をうかがう

2024年1１月 ワークショップ開催 みんなで意見交換

2025年3月 基本構想策定

2025年10月 基本計画策定委員会による先進事例の視察

2025年12月 基本計画策定委員会にて基本計画案策定

名和 築46年

大山 築49年

　居心地がよく、人が自然

と集まってくるような魅力

的なデザインの建物を設計

できる事業者を選定してほ

しいです。

　30年40年と経った時に

思い入れが出てくる建物に

したいですね。

 地域の子どもと大人がさま

ざまな形で大山町を「推す」

ことを目的に集まり活動をし

ています。今回は映画づくり

にチャレンジしています。

 新しい公民館が多くの活動

の場として活用できることを

期待しています。

　好きなことをきっかけに人

が集い、たまたま居合わせた

人同士が自然に交流できる

場が公民館には大切だと思

います。目的がなくても居

られる余白が、地域のつ

ながりや学びにつながっ

ていくと感じています。

これまでの行政の取り組み

基本構想では

１館を新規で

建てる予定 どんな建物が

どこに

できるのかな？
住民意見を取りまとめた拠点の方針
拠点数は地域自主組織との連携を考慮し、１０地区１０館を想定している。

メイン1～3館とサテライト拠点7～10館が検討されている。

メイン3館
+

7～10分館

メイン3館
+

コミュニティ施設 7～10分館

メイン1館
+

コミュニティ施設 9～10館

・1館は、建設
・2館は、既存施設活用

運 営

施 設

コスト

3館分のハード費用

人件費も必要(直営2～3人体制)

収益事業できない

・

・

・

3館分のハード費用

人件費はサテライトの開館時間

既存のサークルの活動の担保

・

・

・

1館分のハード費用

人件費はサテライトの開館時間

既存のサークルの活動の担保

・

・

・

高 中 低

次のページでは社会教育・公民館について全議員が熱い討論を繰り広げます

ど
う
な
る
？

一級建築士/基本計画策定委員

前 田  淳 さん

推し活だいせん工房代表

池 本  公 美 恵 さん

※社会教育拠点施設(公民館)基本構想より
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用語

解説
「基本構想と基本計画」　基本構想は「将来の理想像（ビジョン）と基本理念」を示す長期的な指針で、基本計画は

「その理想像を実現するための具体的な施策（手段）」をまとめた中期計画です。

大山

トリビア
「阿

あ

弥
み

陀
だ

川
がわ

」　源流は天狗ケ峰と三鈷峰をつなぐ稜線で、ブナ林の伏流水が源泉。名前の由来は、諸説ありひ

とつは源流付近で阿弥陀仏が発見されたこと。もうひとつは剣谷のあみだ岩が源流だからとされている。



議員討論会ダイジェスト

〈第1部〉各議員の意見〈第2部〉テーマ別討論

野口議員

社会教育は主に幼少期から高校までの人格

形成期に重視し、成人後は自主的学習にゆだ

ねるべきである。

無題

人と人とのつながりを育てる社会教育が、

不登校や若者の離職など現代課題の解決

につながる。

人とつながり、生きる力を育てる
社会教育

池田議員

社会教育は信頼とつながりを生み、地域を

支える基盤であり、公民館はその中心的役

割を担う。

つながり

小林議員

小林議員

西本議員

加藤議員

多様化する小さな学びの場を行政が把握し、人

と活動を結び付ける役割が重要である。

小さな学びの場をつなぐ

西本議員

社会教育は重要だが、人口減少と財源制

約の中で行政の関与範囲を見直し、取捨

選択が必要である。

自治体依存からの脱却

大原議員
コロナ後に弱まった地域行事を立て直し、世代

間交流と担い手づくりを進める時期ではない

か。

世代間交流事業の推進

加藤議員

公民館利用は限定的であり、行政主導

の社会教育から撤退し、施設提供に役割

を絞るべきである。

主体の民間移譲

米本議員

生涯スポーツを通じた健康づくりと仲間づくり

が、社会教育の重要な柱になる。

生涯スポーツ

人口減少対策として、働く場の確保と住宅環

境整備を進め、若者の定住・Uターンを促す

社会教育が重要である。

人口増で集落の活性化

近藤隆博議員

物価高や将来不安に対応するため、公民館を

拠点とした中立的・継続的な生涯金融教育の

充実が必要である。

暮らしを守る生涯金融教育

京力議員

社会教育は学びを軸に人をつなぎ、地域課題

の解決と持続可能な地域づくりを支える基盤

である。

社会教育とは地域づくりそのもの

豊議員

豊議員

本町は既につながりが豊かで、自然に人が集う

施設づくりが今後の社会教育の鍵である。

つながりの豊かさ

近藤大介議員

社会教育は次世代育成のため、大人が学び続

ける姿勢を示し、地域の未来を語り合うことが

大切である。

大人の背中

浅田議員

浅田議員

つながりが弱まり必要な支援に届かない。

公民館などを居場所に転換し、関わり続け

られる場所が必要である。

地域コミュニティの再生

大森議員

社会教育の拠点として、公民館と身近なサテラ

イト拠点を整備し、世代間交流と学びの場を

広げるべきである。

生きる力をつける学びの場

つながりづくり

活動する場所について

公民館だけでなく、他の公共施設も

老朽化している。町全体の施設の将

来像を見通した計画が必要である。

情報以前に足りないのは“人”。与え

る人と求める人はいるが、その間を

つなぐ“ハブ役”がいない。

拠点公民館に人材を集中配置し、

明確なハブを置くことが合理的で

ある。責任の所在が明確な体制づ

くりが必要ではないか。

加藤議員

住民の『あったらいい』を聞きすぎる

と、結果的に使われない施設になる

例もある。実際に人が集まっている自

治体の実績を参考にすべきである。

近藤隆博議員

生活動線に溶け込んだ立地でな

ければ、自然な集まりは生まれ

にくい。

一つの施設にすべての機能を集

めるのか、将来分散・再配置す

るのか、中長期的な議論が必要

である。

本来その役割は社会教育主事・社

会教育士が担うべきだが、場数と

実践がなければハブにはなれな

い。議員自身もその役割を担うべ

きではないか。

既に福祉・子育て・まちづくりなど

小さな集団は存在している。社会

教育課だけでなく、課をまたいで

既存の集団を活用すべきである。

議長まとめ

京力議員

社会教育の将来像 吉原議長 　地域の担い手が減少するなか、

未来の人材をどう育てていくか。

　新たな公民館建設も間近に控

え、公共施設整備の在り方、公民

館や体育施設なども考慮しなが

ら、これからの社会教育の将来像

を討論しました。

島田議員

杉谷議員

●人材をどう育て、どう配置するのか

●行政と民間の役割をどう整理するのか

●施設整備を単体ではなく、中長期的な

視点でどう位置づけるのか

　今後深めるべき論点が明確になったことは大き

な成果です。

　本日の議論を出発点として、教育民生常任委員

会をはじめ、今後の委員会審査や政策形成の場

で、引き続き議論を深めていくことが重要です。

近藤大介議員

こういう施設をつくったら正解と

いうものはない。だからこそ、どれ

だけ住民が関わり、納得したかが

重要ではないか。

学習スペースやキッズスペースなど、

行かせる場所ではなく、自然に集

まってしまう設計が重要である。

近藤大介議員

「住民参加を重ねるべきか／実績を重視すべきか」

「自然に人が集まる場所とは何か」

「施設は単体か、将来を見据えた全体像か」

「つながりづくりには何が必要か」「つながりづくりには何が必要か」
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大山

トリビア
「今

いま

在
ざい

家
け

」　「在家」の意味は寺社の荘園の中にある村で、裕福な名主家が供物を納めていた家を「在家・宮在

家・中在家」などという。その在家があった場所を〇〇在家という地名が付けられた。

大山

トリビア
「御

み

来
くり

屋
や

」　後醍醐天皇が隠岐から脱出した際に漂着した「御来屋港（名和港）」。御来屋の地名の由来は「伊勢

神宮」の御厨（みくりや）だそうです。江戸時代には伯耆街道の宿場町として発展した重要な港町でもあった。



全議員で公民館の先進事例を視察しました

基本計画委員会での検討

機能要件から洗い出した必要空間を整理したところ、

主に8つのスペースが必要とわかりました。

新しい公民館には何が
できるの？

新しい公民館はどこに
できるの？

無駄を省く！住民理解
！　古くなって利用が減った公共

施設を一つひとつ丁寧に見直し

ていき、新しい公共施設を建設

した事例です。

　美咲町役場は、はじめ「倉庫か

な？」と思うような外観にびっく

りしました。必要最低限に経費を

削減し、天井を低くして空調など

維持費も抑えているが、機能は

しっかりしています。

　実利を兼ね備えた取り組みで

した。

スペース　1 コラボレーションスペース

スペース　2 音楽スペース

スペース　3 多目的スペース

スペース　4 トレーニングスペース

スペース　5 キッチン・カフェスペース

スペース　6 ショップスペース

スペース　7 キッズスペース

スペース　8

西本議員

ライブラリスペース

３つで１つの
多目的スペース

世代間交流スペース

コワーキングスペース

サークルで
ビジネスチャレンジ

〈岡山県美咲町〉賢く収縮する（スマートシュリンク）

Point!!
自然とつながりができる

空間づくり　生徒・児童、また乳児を抱えた

お母さんなどたくさんの人が、

施設を利用されていました。

　乳児が安心して遊べるよう

に、小学生以上のスペースとは

分けてあり、さらにシニアの人々

が自然に子育てがサポートしや

すいゾーニング、また相談しや

すい窓口・体制づくりがなされて

いました。

　ハードとソフトが理想的に融

合していました。

京力議員

〈兵庫県西脇市〉複合施設ミライエ・オリナス

Point!!

優先順位

1

新設

名和 道の駅～御来屋～名和駅のエリア

2 大山 IC周辺～大山口駅のエリア

3 中山 フォーラム中山のエリア

アクセス 人口

総合的に現在検討中です
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大山

トリビア
「下

しも

甲
ぎ

」　八橋郡に属し、村名は甲川の下流に位置することによるという説明があります。

また、村名は甲川（きのえがわ）の下流に位置することによるという説明もあります。

大山

トリビア
「石

いわ

井
い

垣
がき

」　石井垣城（いわいがきじょう）が存在した場所。南北朝時代初期に糟屋氏の拠点として知られ、複郭

式の遺構が確認されている。地名の由来は、地内に岩屋があることに由来し、古くは「岩井垣」と記されていた。



水道課  水道管更新事業

生活インフラは大丈夫？

社会教育課  芸術文化鑑賞の場

来年の総合文化祭はどうなる？

水道管が危ないの？

　町内では、老朽化した水道管の改修・更

新工事が計画的に予定され、現在は中山地

区で集中的に工事が行われている。

暮らしがどう変わる？

　更新前の水道管は経年劣化もあり、漏水

箇所も発生している。

　更新される水道管は耐震性があり、被災

時の断水の可能性を下げることで安定した

水道インフラの提供につなげる。

農林水産課  豚熱(CSF)の発生と町の対応

ふるさと納税返礼品への影響が！？
本町における豚熱の状況

　本町では令和 7 年に陽性個体が発見された。現在

では、町内のほぼ全域が感染エリアとなっている。

　食肉解体処理施設では、受け入れ個体 ( 猪 ) に陽

性が確認されると、新規の受け入れが停止されてい

る。その影響がふるさと納税返礼品や道の駅、産直

市への供給にも支障が生じている。

今後の課題

　解体処理施設は、有害鳥獣対策と地域産業の両面

で重要な役割を担っている。感染エリアは解除され

ることはなく、防疫対策と施設運営をどう両立させ

るかが今後の課題である。

何があった？

　サマーレビューにより、特別展や特別

ステージを除くと、芸術文化鑑賞の場と

いうよりイベント要素が高い。また、公

民館まつりとの類似性もあり、文化祭の

在り方は検討が必要と指摘があった。

今後はどうなるのか？

　公募委員を含む ｢在り方検討委員会｣ で、

見直しなどあらゆる可能性が議論される。

（文化祭の廃止・休止は前提ではない）

教育民生常任委員会 総務経済常任委員会常 任 委 員 会 の活動レポート　

財務課  サマーレビュー～事業見直し～

コストカットにつながるか!?
なぜ、今サマーレビュー？

　令和７年度、本町では「サマーレビュー」と呼ばれる

事業の見直しが行われた。将来に向けて歳出を抑える必

要が高まっている。

サマーレビューの効力は？

　「見直し・廃止方向」は最終決定ではなく、今後の予

算査定をもとに決定される見通しである。

見直しを検討されている事業

⃝社会教育課：総合文化祭

⃝まちづくり課：小型除雪機購入費補助事業

⃝住民課：消費者保護事業（消費者相談体制など）

全課で 64 事業が「見直し・廃止方向」となっている。
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大山

トリビア
「束

つか

積
づみ

」　平安期に見える郷名であり室町期には、束積郷として知られ江戸期から明治22年までの村名として存在

していた。由来は豊作を願う意味と考えられ、また「つか」は「塚」の意であるとして、多数の古墳が存在する説もある。

大山

トリビア
「唐

とう

王
のう

」　海の向こうや遠方の国は、みな加羅（から）と称していた。遠い夜見の国から帰った須勢理毘売命（スセ

リビメ）を「唐 (から)の王」とたたえたことにもとづいてと言われている。



質

疑

議

案
の

チェックチェックしますします

10月臨時会・12月議会

設
置
場
所
や
活
用
方
法
を
見
直
す
こ
と
で
、
安
定

し
た
営
業
に
つ
な
が
る
か
検
討
し
て
い
る
。

【
Ｑ
】
今
後
、
一
般
会
計
か
ら
索
道
事
業
へ
の
繰
入

金
は
発
生
す
る
の
か
。

【
Ａ
】
原
則
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
は
想

定
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
施
設
更
新
な
ど
で
国

の
補
助
や
交
付
税
措
置
が
あ
る
場
合
に
は
、
一
般

会
計
で
整
理
し
た
う
え
で
対
応
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

【
Ａ
】
老
朽
化
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
地
域
自
主
組
織
が
修
繕
を
行
っ
て
き
た
が
、
現

時
点
で
具
体
的
な
修
繕
計
画
は
な
い
。
今
後
必
要
が

生
じ
た
場
合
は
、
内
容
や
規
模
に
応
じ
て
町
が
行
う

か
、
自
主
組
織
と
協
議
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

【
Ｑ
】
老
朽
化
し
た
施
設
で
、
子
ど
も
や
保
護
者
は

安
心
し
て
利
用
で
き
る
の
か
。

【
Ａ
】
旧
所
子
保
育
所
は
、
現
在
も
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
と
し
て
も
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
施
設
と
考
え
て

い
る
。

【
Ｑ
】
令
和
8
年
度
の
利
用
調
査
の
方
法
は
。

【
Ａ
】
大
山
西
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
世
帯
全
世
帯
と
、

大
山
き
ゃ
ら
ぼ
く
保
育
園
の
年
長
児
保
護
者
を
対

象
に
希
望
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と

め
た
。

が
連
携
し
な
が
ら
推
進
す
る
こ
と
で
、
衰
退
す
る

こ
と
な
く
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
】
図
書
館
の
役
割
や
中
立
性
に
変
更
は
な
い
の

か
。

【
Ａ
】
図
書
館
法
な
ど
に
定
め
ら
れ
た
役
割
や
業
務

を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
政
治
的
中
立
性
や

専
門
性
に
配
慮
し
、
適
切
に
運
営
し
て
い
く
。

【
Ｑ
】
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
所
管
を
変
更

す
る
の
か
。

【
Ａ
】
姉
妹
都
市
交
流
な
ど
に
お
い
て
は
、
町
を
代

表
す
る
町
長
が
統
括
す
る
立
場
が
ふ
さ
わ
し
い
と
の

指
摘
を
ふ
ま
え
、
町
長
部
局
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
課

の
所
管
と
し
、
窓
口
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
Ｑ
】
機
構
改
革
に
と
も
な
い
、
人
件
費
の
上
昇
が

懸
念
さ
れ
る
が
。

【
Ａ
】
今
回
の
所
管
替
え
に
と
も
な
う
定
員
増
は
想

定
し
て
お
ら
ず
、
人
件
費
が
増
加
す
る
も
の
で
は

な
い
。

用
し
て
ほ
し
い
と
の
意
向
で
あ
る
。
リ
フ
ト
に
つ

い
て
は
、
今
後
20
年
間
で
お
お
む
ね
10
本
程
度
の

撤
去
が
必
要
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

【
Ｑ
】
今
後
、
指
定
管
理
者
の
選
定
の
中
で
、
各
種

施
設
や
設
備
の
修
理
・
修
繕
に
つ
い
て
、
本
町
と

事
業
者
と
の
役
割
分
担
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

【
Ａ
】
施
設
や
設
備
の
所
有
者
は
本
町
で
あ
る
た
め
、

大
規
模
な
修
繕
や
更
新
は
町
が
責
務
を
負
う
考
え

で
あ
る
。
一
方
、
小
規
模
な
部
品
交
換
や
日
常
的

な
修
繕
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
担
う
こ
と
も
想

定
し
て
お
り
、
協
定
の
中
で
整
理
し
て
い
く
。

【
Ｑ
】
中
長
期
計
画
の
策
定
支
援
に
お
け
る
中
間

報
告
で
、
経
費
の
見
直
し
や
単
価
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

年
間
2
億
円
、
20
年
間
で
40
億
円
の
効
果
が
見
込

め
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
実
現
は
む
ず
か
し

い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
同
報
告
で
示
さ
れ
た

80
億
円
規
模
の
投
資
は
い
つ
ご
ろ
行
い
、
ど
の
程

度
の
入
り
込
み
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

【
Ａ
】
現
在
、
中
長
期
計
画
の
策
定
支
援
の
中
で
、

他
地
域
の
ス
キ
ー
場
の
運
営
状
況
も
参
考
に
し
な

が
ら
試
算
し
て
い
る
。
投
資
は
段
階
的
に
判
断
し
、

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
を
含
め
、
費
用
対
効
果
が
見

込
め
る
も
の
を
検
討
し
て
い
く
。

【
Ｑ
】
暖
冬
な
ど
に
よ
る
雪
不
足
が
生
じ
た
場
合
の

リ
ス
ク
回
避
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
Ａ
】
他
地
域
の
事
例
を
参
考
に
、
人
工
降
雪
機
の

大
山
町
索
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

機
構
改
革
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
Ｑ
】
新
聞
報
道
に
、
資
産
の
無
償
譲
渡
に
加
え

7
５
０
０
万
円
の
寄
附
と
あ
っ
た
が
、
リ
フ
ト
の

撤
去
や
解
体
な
ど
に
、
ど
の
程
度
の
費
用
が
か
か

る
見
通
し
か
。

【
Ａ
】
現
在
の
所
有
者
か
ら
は
、
ス
キ
ー
場
が
継
続

的
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
取
り
組
み
に
活

　

令
和
8
年
度
か
ら
の
ス
キ
ー
場
運
営
に
向
け
、
町

が
資
産
を
無
償
で
引
き
継
ぎ
、
指
定
管
理
者
を
募
集

す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

中
山
温
泉
館
の
料
金
改
定

【
Ｑ
】
住
民
割
引
な
ど
は
考
え
な
い
か
。

【
Ａ
】
利
用
者
の
約
半
数
が
町
民
で
あ
る
こ
と
は
把

握
し
て
い
る
が
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議
の
結
果
、

住
所
確
認
な
ど
受
け
付
け
事
務
の
負
担
が
大
き
く

な
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
見
送
り
と
し
た
。

　

中
山
温
泉
館
の
利
用
料
金
改
定
に
と
も
な
い
、
料

金
の
上
限
を
定
め
る
た
め
の
条
例
改
正
が
行
わ
れ
た
。

【
Ｑ
】
建
物
が
老
朽
化
し
て
い
る
が
、
修
繕
の
予
定
は
。

　

大
山
西
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
児
童
数
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
旧
所
子
保
育
所
を
活
用
し
、
新
た

な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
す
る
。

10

月
臨
時
会

12

月
議
会  

質質  

疑疑

【
Ｑ
】
図
書
館
の
移
管
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
意
識

か
ら
行
う
の
か
。

【
Ａ
】
生
涯
学
習
と
ま
ち
づ
く
り
を
一
体
的
に
進
め

る
た
め
、
意
思
決
定
の
過
程
を
整
理
し
、
連
携
を

よ
り
円
滑
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
所
管
を
変

更
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
Ｑ
】
図
書
館
を
移
管
す
る
こ
と
で
、
社
会
教
育
の

衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

【
Ａ
】
社
会
教
育
は
教
育
委
員
会
の
み
で
完
結
す
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
課
と
教
育
委
員
会

　

令
和
8
年
度
よ
り
図
書
館
と
国
際
交
流
に
関
す

る
事
務
を
ま
ち
づ
く
り
課
の
所
管
と
す
る
た
め
、
関

係
条
例
を
改
正
す
る
。

大
山
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
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大山

トリビア
「樋

ひの

口
くち

」　地名の由来は、中原兼遠の子樋口次郎兼光の子孫が元暦年間に当地に移り住み、集落を形成したこ

とによるものです。この地名は、樋口神社の由緒に由来しています。 

大山

トリビア
「妻

む

木
き

」　孝霊天皇は伯耆国の妻木の郷に住んでおり、朝妻という美女を宮廷仕えにして特別に愛し、孝霊山に降

臨して宮殿を建てた。この伝説は、孝霊天皇の鬼退治の伝説と関連しており、妻木地名の由来と考えられている。



陳 情

賛成 　西本議員

　中長期計画が未確定のまま進める点には強い懸念があり、賛成は極めて消極的で

ある。しかし、反対すれば来季以降のスキー場運営が立ち行かなくなるため、やむ

を得ず賛成だ。今後は計画性と透明性を強く求める。

質 疑

【Ｑ】 西本議員

副町長は町長を補佐しつつ、時に牽
けん

制
せい

する重要な役割である。新候補者はその役割を果たせ

るのか。町内情勢の理解、行政経験の十分性、自立性の担保について具体的に問う。

【A】 町長　全員協議会でも述べたとおり、総合的に判断して適任である。

【Ｑ】 近藤大議員

副町長候補は着任から一年半と期間が短い。地方創生監として、具体的にどのような実績や

成果があるのか。

【A】 町長　各種政策の統括など、各種業務に当たってきた。

【Ｑ】 近藤大議員

業務内容ではなく、町長として認識している具体的な成果は。

【A】 町長　各種成果があったと認識している。

索道事業の条例改正（10月15日議決分）

副町長の選任について（12月1日議決分）

議員名 浅田 小林 近藤隆 京力 西本 豊 島田 加藤 池田 大原 米本 大森 杉谷 近藤大 野口

賛　否 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員名 浅田 小林 近藤隆 京力 西本 豊 島田 加藤 池田 大原 米本 大森 杉谷 近藤大 野口

賛　否 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

反対 　近藤大議員

　候補者の人柄や能力は評価するが、副町長として何を期待し、どの役割を担わせ

るのか町長から具体的説明がなかった。町政全般を支える立場として経験や地域理

解への不安が残り、町民に説明できる根拠がないため反対する。

白白熱熱討論討論
スキーリフトを４基から17基に、豪円山ロッジとロッジ大山を町所有にする。（質疑内容はP10）

令和７年12月末で任期満了となるため新たな副町長に対して議会の同意を求める。

質 疑
【Ｑ】 小林議員

物価高騰対策交付金の使途は多岐にわたる中、応援券発行と学校給食費補助を選んだ理由は何か。

【A】 町長

町民に公平に効果があり、迅速に実施できる施策として応援券を選択した。給食費補助は物

価高騰分を保護者に転嫁せず、無償化を継続するため優先的に予算化した。

【Ｑ】 西本議員

給食費は既に無償化されており、交付金充当は町民が実感できる支援ではないのではないか。

質の向上や保護者負担発生の可能性はあったのか。

【A】 町長

物価高騰により将来保護者負担が生じる可能性があるため、負担を回避し無償化と給食の質

を維持する目的で交付金を充当した。

物価高騰対策事業（12月18日議決分）

議員名 浅田 小林 近藤隆 京力 西本 豊 島田 加藤 池田 大原 米本 大森 杉谷 近藤大 野口

賛　否 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 国からの交付金を活用して、物価高騰の影響を受ける生活者・事業者を直接支援するための事業。

賛成 　西本議員

　給食費無償化自体は評価するが、すでに無償化されており交付金の効果が町民に

直接見えにくい点が問題だ。将来の保護者負担回避として理解するが、今後も町の

責任で無償化を継続すべきである。

反対 　京力議員

　定数削減の進め方には課題があるとしつつ、削減自体に反対する立場ではなく、

選挙制度を含め国会で十分な議論を行うべきである。現段階での判断は時期尚早で

ある。

賛成 　大森議員

　衆院定数削減は民意の切り捨てにつながり、比例削減で地方や少数意見が排除され

る懸念がある。財政効果も乏しく、政治とカネ問題を覆い隠す動きとして問題もある。

衆議院議員の定数削減に反対する陳情（12月18日議決分）

議員名 浅田 小林 近藤隆 京力 西本 豊 島田 加藤 池田 大原 米本 大森 杉谷 近藤大 野口

賛　否 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

委員会審査意見（要旨）
　小規模政党の議席減少により多様な民意が反映されにくくなること、定数削減による財政効果
が限定的であることから、委員会で採択とした。国の議論を注視すべきとの意見もあった。
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用語

解説
「副町長」　任期は地方自治法によって4年と定められており、再任に制限はありません。町長の命を受け、政策の立

案や執行をサポートし、町長が事故や出張などで不在の際は、その職務を代理します。

大山

トリビア
「押

おし

平
なら

」　この地名の由来は、近世まで「押平大明神」と称されており、明治初年に境内末社が改称されたことが知

られている。押平は、阿弥陀川の右岸に位置し、歴史的には米子荒尾分家の荒尾氏の給地があったとされている。



動画は2次元バーコードからどうぞ

13人が町長・教育長に

一般質問を行いました。

ページ 質　問　事　項 質問議員

15 １．大山町のお金（財政）について 西本　憲人

16

１．小・中学校における図書購入費と装備費の取り扱いについて
２．害獣被害対策について

京力　久子

１．米国ハワイ州ハワイ郡との関係について 加藤　紀之

17

１．AIを用いた行政業務の改善について
２．スキー場の今後の運営に関して

豊　　哲也

１．多胎育児支援の状況は
２．重点支援地方交付金の使い道は
３．ラーケーションの取り組みは

近藤　大介

18

１．物価高対策の継続と拡充を 大森　正治

１．商業地域を作らないか
２．人口増に企業誘致は
３．ほんまもんの英語を学ぶ機会を

米本　隆記

19
１．HPVワクチンの男性接種に対する助成と啓発について 近藤　隆博

１．仁王堂公園のさらなる充実整備は 杉谷　洋一

20

１．独居高齢者の見守り強化とデジタル活用の可能性について 浅田龍太朗

１．今後の集落営農について
２．淀江インター跡地活用について
３．大山インター付近の公園整備について

大原　広巳

21
１．天然資源を大切に 野口　俊明

１．イベントと行政の関わり方について 小林　直哉

◆一般質問とは

議員の日常活動と調査

研究、住民の声や自身

の考え方をもとに、町

長や教育長などの方

針を問うものです。

お持ちのスマホやタブレットから、2次

元バーコードを読み込むと、各議員

の質問をYouTube動画でご視聴い

ただけます。

議事録は議会事務局や議会ホーム

ページで閲覧できます。

一般
質問

本
町
は
自
由
に
使
え
る

　
　

お
金
が
な
い
の
か

町長

現
金
不
足
で
の

　

支
払
不
能
は
お
き
て
な
い

印刷代も削減されるのか

【
西
本
】 

今
後
の
財
政
は
厳

し
い
の
か
。

【
教
育
長
】 

逼ひ
っ

迫ぱ
く

し
て
い
る

状
況
で
は
な
い
。

【
町
長
】 

財
政
４
指
標
は
健

全
で
あ
る
。

【
西
本
】 

そ
れ
だ
け
で
は
、

は
か
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　

令
和
８
年
度
の
予
算
編

成
方
針
で
「
厳
し
い
財
政

状
況
で
あ
る
本
町
」
と
書

い
て
あ
る
。
各
課
に
配
分

さ
れ
た
予
算
の
１
割
の
合

計
、
約
５
億
円
削
減
を
求

め
て
い
る
と
聞
く
が
実
態

は
。

【
教
育
長
】 

ど
こ
の
自
治
体

も
物
価
高
騰
な
ど
で
予
算

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
的
な
問
題
で
あ
る
。

【
西
本
】 

今
後
、
廃
止
や
縮

小
が
検
討
さ
れ
る
事
業
と

し
て
、
狩
猟
免
許
の
更
新

補
助
・
果
樹
の
共
済
掛
金
・

道
路
の
草
刈
り
作
業
員
５

人
減
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
購
入
補
助
・
集
落
の
総

会
資
料
コ
ピ
ー
な
ど
す
べ

て
の
ジ
ャ
ン
ル
が
予
算
削

減
の
対
象
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況

に
な
っ
た
の
は
半
分
は
議

会
に
も
責
任
が
あ
る
。
申

し
訳
な
い
。
今
後
、
め
ど

が
つ
く
ま
で
議
員
の
軽
々

し
い
予
算
要
求
を
控
え
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】 

今
後
も
不
要
な
経

費
は
削
減
し
つ
つ
も
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
対

応
し
て
い
き
た
い
。

西西
にしにし

本本
もともと

憲憲
のりのり

人人
とと

 議員 議員

一目一目ででわかるわかる審議結果審議結果
○賛否の分かれた議案など

議員名
議案など

浅
田
龍
太
朗

小
林
直
哉

近
藤
隆
博

京
力
久
子

西
本
憲
人

豊　

哲
也

島
田
一
恵

加
藤
紀
之

池
田
幸
恵

大
原
広
巳

米
本
隆
記

大
森
正
治

杉
谷
洋
一

近
藤
大
介

野
口
俊
明

結
果

議　案
第120号　大山町索道事業の設置等に関
する条例の一部を改正する条例について
※詳細は、白熱討論（p.12）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
可　決

（全会一致）

第126号　大山町議会の議員の議員報酬
及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例について
　国の特別職職員給与に関する法律が改正さ
れたことに伴い、議会議員給与の改定を行う。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
可　決

（賛成14人）

第134号　機構改革に伴う関係条例の整
備に関する条例について
　図書館および国際交流に関する事務の
所管課をまちづくり課とする。

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
可　決

（賛成14人）

第150号　副町長の選任について
※詳細は、白熱討論（p.12）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
同　意

（賛成13人）

第152号　令和７年度大山町一般会計補
正予算（第10号）
※詳細は、白熱討論（p.13）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
可　決

（全会一致）

諮　問
諮問第4号　人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
同　意

（賛成13人）

諮問第5号　人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて

〇 除
斥 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同　意
（全会一致）

陳　情

陳情第11号　衆議院議員の定数削減に
反対する陳情
平和・民主主義・豊かな暮らしをめざす鳥取県の会

代表世話人　村上　俊夫
※詳細は、白熱討論（p.13）

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
採　択

（賛成13人）

陳情第12号　生活保護基準引き下げ違
法の最高裁判決を踏まえ速やかな対応を
求める陳情
鳥取県生活と健康を守る会連合会
会長　安田　共子

× × × × × × × × × × × 〇 × × ×
不採択

（賛成1人）

発議案
発議案第9号　衆議院議員の定数の削減を行
わないことを求める意見書の提出について

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
採　択

（賛成14人）

○は賛成、×は反対あるいは保留

10月臨時会
11月臨時会
12月定例会

※議案などの採決は、議長を除く15人で行います。

10月臨時会…条例（1件）、補正予算（3件）

11月臨時会…条例（3件）、補正予算（7件）

12月定例会…条例（6件）、補正予算（10件）、工事請負契約（1件）、選任（１件）、諮問（2件）、陳情（2件）、発議案（1件）

15 2026年1月　議会だよりだいせん83号 2026年1月　議会だよりだいせん83号 1415 14

特
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特

　

集

議
員
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会
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済

質

疑

白

熱

討

論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
員
と
語
る
会

用語

解説
「除斥（じょせき）」　議会の審議の公正さを保つために「その議題と深い利害関係がある議員を、一時的に審議や

採決から外すため議場から退席する」という公的な仕組みです。



動画は2次元バーコードからどうぞ

来庁されたDennis Onishi副議長

害
獣
被
害
対
策
は

町長

猟
友
会
と
力
を

　

合
わ
せ
て
取
り
組
み
た
い

【
京
力
】 

害
獣
被
害
の
現
状

把
握
と
今
後
の
見
通
し
は
。

【
町
長
】 

３
年
に
一
度
、
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
を
策
定

し
公
表
し
て
い
る
。
猪
は

増
減
を
繰
り
返
し
、
鹿
は

増
加
傾
向
で
あ
る
。

【
京
力
】 

猪
に
よ
る
畦け

い

畔は
ん

の

掘
り
返
し
へ
の
支
援
と
農

地
保
全
対
策
の
強
化
は
。

【
町
長
】 

畦
畔
の
直
接
的
な

支
援
は
な
い
が
、
農
地
保

全
対
策
と
し
て
は
、
侵
入

防
止
策
の
設
置
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

【
京
力
】 

熊
の
目
撃
情
報
が

あ
る
中
で
学
校
現
場
で
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
り
降

り
の
際
、
熊
と
の
遭
遇
や
目

撃
し
た
場
合
の
指
導
は
。

【
教
育
長
】 

家
庭
、
地
域
と

連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
確
保
し
た
い
。

目
撃
情
報
が
あ
っ
た
場
合

は
、
連
絡
ア
プ
リ
の
マ
チ

コ
ミ
で
流
し
た
り
、
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
も
啓

発
し
た
り
、
な
る
べ
く
一

人
に
な
ら
ず
寄
り
道
を
し

な
い
指
導
を
し
て
い
る
。

京京
きょうきょう

力力
りきりき

久久
ひさひさ

子子
ここ

 議員 議員

米
国
ハ
ワ
イ
郡
と
の

　
　
　

関
係
構
築
を

町長

日
程
調
整
が

　

で
き
れ
ば
取
り
組
み
た
い

【
加
藤
】 

９
月
下
旬
、
米
国

ハ
ワ
イ
州
ハ
ワ
イ
郡
の
副

議
長
が
本
町
を
訪
問
さ
れ

た
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

訪
問
が
行
わ
れ
、
目
的
は

何
だ
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
公
式
な
訪
問
で

あ
っ
た
か
。

【
町
長
】 

本
町
お
よ
び
大
山

エ
リ
ア
は
、
青
少
年
野
球

を
中
心
と
し
た
ハ
ワ
イ
と

の
民
間
交
流
が
継
続
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、
教
育
・

文
化
・
人
的
交
流
へ
と
広

が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
、

郡
議
会
副
議
長
が
関
心
を

抱
き
、
友
好
関
係
の
構
築

や
経
済
交
流
の
可
能
性
を

模
索
す
る
た
め
訪
問
が
行

わ
れ
た
。

　

訪
問
は
公
式
な
も
の
で
、

郡
議
会
側
か
ら
本
町
へ
文

書
に
よ
り
依
頼
が
あ
っ
た
。

【
加
藤
】 

経
済
交
流
の
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
が
、
実
現
す

れ
ば
本
町
の
事
業
者
に
と
っ

て
非
常
に
有
益
だ
。

　

ま
た
、
観
光
の
先
進
地

で
、
本
町
と
し
て
は
学
べ

る
部
分
が
大
き
い
。

　

こ
ち
ら
か
ら
も
公
式
に

訪
問
す
る
の
が
礼
儀
だ
。

そ
し
て
、
関
係
構
築
を
模

索
す
べ
き
だ
。

【
町
長
】 

何
も
行
動
に
移
さ

な
い
の
は
失
礼
に
あ
た
る
。

日
程
調
整
が
で
き
れ
ば
公

式
に
訪
問
し
、
関
係
構
築

に
取
り
組
み
た
い
。

加加
かか

藤藤
とうとう

紀紀
のりのり

之之
ゆきゆき

 議員 議員

　

そ
の
ほ
か
、
小
・
中

学
校
に
お
け
る
図
書
購

入
費
と
装
備
費
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
質
問
し

た
。
教
育
長
か
ら
は
、

町
立
図
書
館
と
同
様
に

今
後
も
図
書
購
入
費
と

装
備
費
は
別
々
に
積
算
、

予
算
化
を
は
か
っ
て
い

く
と
答
弁
を
得
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
役
場
内

で
の
Ａ
Ｉ
利
活
用
に
関

し
、
現
在
の
全
国
的
な

事
例
か
ら「
問
い
合
わ
せ

窓
口
の
省
力
化
」「
会
議

録
作
成
の
効
率
化
」「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考
慮
し
た

デ
ー
タ
分
析
」を
提
案
し
、

検
討
す
る
と
の
前
向
き

な
答
弁
を
得
た
。

農地保全対策としての防護柵

ス
キ
ー
場
グ
リ
ー
ン

　

シ
ー
ズ
ン
の
体
制
は

町長

新
た
な
指
定
管
理
者
と

　
　
　

進
め
て
い
き
た
い

数十億の巨額な事業

【
豊
】 

リ
フ
ト
の
再
配
置
計

画
は
。
20
億
円
の
リ
フ
ト

が
３
本
で
60
億
円
と
い
う

概
算
も
出
て
い
る
が
、
２

本
で
い
い
の
で
は
。

【
町
長
】 

運
営
実
績
の
あ
る

事
業
者
が
つ
く
っ
た
中
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た

概
算
だ
が
、
更
新
時
期
な

ど
で
見
直
し
も
あ
る
。

【
豊
】 

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン

の
ほ
う
が
よ
り
収
益
を
上

げ
て
い
る
ス
キ
ー
場
も
あ

る
が
、
難
易
度
が
高
い
。

ど
の
よ
う
な
体
制
で
取
り

組
ま
れ
る
の
か
。

【
町
長
】 

新
た
な
指
定
管
理

者
と
も
協
議
の
上
、
進
め

て
い
き
た
い
。

【
豊
】 

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン

の
予
算
は
毎
年
数
千
万
か

ら
数
億
円
必
要
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
町
民

か
ら
も
新
た
な
事
業
を
し

た
い
と
の
声
も
あ
る
が
。

【
町
長
】 

国
立
公
園
内
で
取

り
組
み
に
く
い
面
も
あ
る

が
、
環
境
省
な
ど
と
し
っ

か
り
と
協
議
す
れ
ば
進
め

ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

豊豊
ゆたかゆたか

　　哲哲
てつてつ

也也
やや

 議員 議員

多
胎
育
児
支
援
の

　
　
　

取
り
組
み
は

町長

ニ
ー
ズ
を
と
ら
え

　

制
度
を
改
善
し
て
い
く

  多胎育児は負担も大きい

【
近
藤
】 

双
子
や
三
つ
子

の
育
児
は
、
保
護
者
の
負

担
が
大
き
い
。
他
市
町
で

は
サ
ポ
ー
タ
ー
を
無
料
で

派
遣
し
、
日
常
の
家
事
や

育
児
、
外
出
支
援
を
手
伝

う
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

本
町
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】 

妊
婦
健
診
で
健
康

の
保
持
を
は
か
り
、
出
産

後
は
医
療
機
関
と
連
携
し

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

　

令
和
7
年
度
か
ら
、
子

育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業

に
よ
り
、
多
胎
児
家
庭
で

は
、
家
事
育
児
の
訪
問
支

援
の
利
用
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

【
近
藤
】 

利
用
料
金
は
。

【
町
長
】 

１
時
間
当
た
り

１
５
０
０
円
に
訪
問
費
用

９
３
０
円
が
加
算
さ
れ
る
。

非
課
税
世
帯
は
無
料
で
あ

る
。

【
近
藤
】 

他
市
町
は
、
課
税

世
帯
も
無
料
だ
が
、
制
度

拡
充
の
考
え
は
。

【
町
長
】 

利
用
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、

改
善
を
し
て
い
く
こ
と
は

必
要
と
考
え
て
い
る
。

近近
こんこん

藤藤
どうどう

大大
だいだい

介介
すけすけ

 議員 議員

　

こ
の
ほ
か
、
重
点
支
援

地
方
交
付
金
を
活
用
し

て
、
農
業
・
漁
業
や
、
商

工
事
業
者
な
ど
へ
支
援

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
６
月
定
例
会
で

取
り
上
げ
た
ラ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
検
討
状
況
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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動画は2次元バーコードからどうぞ

「三方よし」のリフォーム助成

物
価
高
対
策
の

　
　

継
続
・
拡
充
を

町長

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は

　
　
　
　
　

考
え
た
い

【
大
森
】 

物
価
高
に
よ
る
町

民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】 

経
済
的
な
困こ

ん

窮
き
ゅ
う

者し
ゃ

な
ど
か
ら
の
相
談
の
増
加

や
食
料
緊
急
支
援
の
回
数

が
多
い
こ
と
か
ら
、
低
所

得
世
帯
は
よ
り
強
く
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
大
森
】 

物
価
高
か
ら
誰
一

人
残
さ
ず
町
民
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
、
ど
ん
な

具
体
策
を
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】 

国
の
物
価
高
騰
重

点
支
援
地
方
交
付
金
を
活

用
し
て
、
必
要
な
施
策
を

決
定
す
る
。

【
大
森
】 

例
え
ば
、
令
和
６

年
度
値
上
げ
し
た
水
道
料

金
の
基
本
料
金
を
半
年
分

ほ
ど
減
免
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】 

応
援
券
配
布
事
業

よ
り
も
間
接
コ
ス
ト
が
か

か
ら
な
い
が
、
副
次
的
効

果
が
限
定
的
で
あ
る
。

【
大
森
】 

町
の
独
自
財
源
も

使
い
、
事
業
者
支
援
と
し

て
、
小
規
模
農
家
へ
の
支

援
と
か
、
住
宅
・
店
舗
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
の
再
開
を

し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】 

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

は
一
定
の
効
果
が
あ
る
の

で
、
財
源
の
状
況
を
見
な

が
ら
商
工
団
体
な
ど
の
要

望
に
も
耳
を
傾
け
な
が
ら

考
え
て
い
き
た
い
。

大大
おおおお

森森
もりもり

正正
しょうしょう

治治
じじ

 議員 議員

商
業
地
域
を

　
　

作
ら
な
い
か

町長

賑
わ
い
の
あ
る

　
　
　

町
に
し
た
い

賑わいを取り戻せるか

【
米
本
】 

町
内
で
は
、
集
約

化
さ
れ
て
い
る
の
は
大
山

口
駅
周
辺
だ
と
感
じ
る
。

　

名
和
地
区
は
昔
、
御
来

屋
に
行
け
ば
生
活
に
困
ら

な
い
ほ
ど
の
商
店
が
店
を

構
え
て
い
た
。

　

商
店
が
集
合
す
る
商
業

地
域
を
つ
く
ら
な
い
か
。

【
町
長
】 

生
活
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
し
た
「
ま
ち
機
能
」

を
維
持
す
る
こ
と
は
、
安

心
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
う
え
で
重
要
だ
。

　

商
業
地
域
を
含
む
「
ま

ち
機
能
」
の
充
実
に
は
、

旧
町
ご
と
に
宅
地
開
発
な

ど
で
集
約
化
す
る
こ
と
が

必
要
で
、
人
が
集
ま
る
こ

と
で
こ
そ
事
業
者
の
進
出

が
期
待
で
き
る
。

【
米
本
】 

町
民
が
集
ま
り
賑

わ
い
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

で
、
町
外
か
ら
も
人
を
呼

べ
る
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】 

旧
町
ご
と
に
人
気

エ
リ
ア
を
作
り
「
ま
ち
化
」

を
促
進
し
、
賑
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
。

米米
よねよね

本本
もともと

隆隆
たかたか

記記
よしよし

 議員 議員
公園シンボルのカラス天狗

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

　

男
性
接
種
へ
の
助
成
は

町長

独
自
の
費
用
助
成
は

　
　
　

考
え
て
い
な
い

【
近
藤
】 

２
０
２
５
年
、
9

価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン

が
、
男
性
接
種
も
可
と
な
っ

た
。
本
町
と
し
て
、
助
成

は
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】 

国
に
お
い
て
男
性

の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
化
に
つ
い
て
検
討

が
な
さ
れ
て
お
り
、
費
用

助
成
は
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

【
近
藤
】 

男
性
が
接
種
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
由

来
の
中
ち
ゅ
う

咽い
ん

頭と
う

が
ん
、
肛
門

が
ん
、
尖せ
ん

圭け
い

コ
ン
ジ
ロ
ー

マ
な
ど
の
予
防
に
つ
い
て

国
内
外
で
有
用
性
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ー

ト
ナ
ー
を
Ｈ
Ｐ
Ｖ
か
ら
守

る
視
点
と
し
て
も
有
効
で

あ
る
。
町
民
へ
の
啓
発
が

必
要
で
は
。

【
町
長
】 

現
時
点
で
結
論
を

示
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

効
果
・
リ
ス
ク
の
バ
ラ
ン

ス
が
国
で
議
論
さ
れ
て
い

る
途
中
で
あ
り
、
国
の
動

向
に
合
わ
せ
て
必
要
な
情

報
を
町
民
に
伝
え
て
い
く
。

【
近
藤
】 

今
後
、
本
町
と
し

て
の
健
康
づ
く
り
や
、
が

ん
予
防
の
方
向
性
は
。

【
町
長
】 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

に
限
ら
ず
、
予
防
接
種
・

検
診
を
通
じ
て
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
は
か
り
、

健
康
を
守
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。

近近
こんこん

藤藤
どうどう

隆隆
たかたか

博博
ひろひろ

 議員 議員
HPVから守るワクチン接種

仁
王
堂
公
園
の

　

さ
ら
な
る
充
実
整
備
は

町長

地
域
の
人
に
親
し
ん
で

　
　
　

も
ら
え
る
公
園
に

【
杉
谷
】 

大
型
バ
ス
専
用
の

駐
車
場
の
新
設
は
。

【
町
長
】 

整
備
を
検
討
し
て

お
り
計
画
の
め
ど
が
立
て

ば
予
算
計
上
を
し
た
い
。

【
杉
谷
】 

公
園
の
海
側
の
樹

木
を
伐
採
し
、
そ
の
上
部

に
日
本
海
絶
景
の
東
屋
新

設
、
お
よ
び
廻か
い

國こ
く

千
人
供

養
塔
の
解
説
板
設
置
は
。

【
町
長
】 

地
域
の
人
に
親
し

ん
で
も
ら
え
る
公
園
に
す

る
た
め
、
今
後
、
必
要
性

を
含
め
検
討
し
た
い
。

【
杉
谷
】 

古
墳
の
整
備
お
よ

び
周
り
の
雑
木
伐
採
は
。

【
町
長
】 

指
定
文
化
財
の
対

象
古
墳
で
は
な
く
、
看
板

は
未
設
置
で
、
雑
木
伐
採

は
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

【
杉
谷
】 

高
学
年
向
け
遊
具

新
設
で
利
用
層
拡
大
は
。

【
町
長
】 

遊
具
の
老
朽
化
な

ど
で
、
今
後
更
新
す
る
時

点
に
検
討
し
た
い
。

【
杉
谷
】 

公
園
内
の
樹
木

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
消
失

や
老
朽
化
の
対
応
は
。

【
町
長
】 

修
繕
や
交
換
を
し

て
い
き
た
い
。

【
杉
谷
】 

公
園
内
駐
車
場
に

あ
る
平
屋
で
大
山
周
辺
の

観
光
を
紹
介
し
て
は
。

【
町
長
】 

ガ
イ
ダ
ン
ス
的
施

設
と
し
て
の
活
用
は
検
討

し
て
い
な
い
。

【
杉
谷
】 

北
側
斜
面(

崖)

を
活
用
し
た
公
園
Ｐ
Ｒ
は
。

【
町
長
】 

検
討
し
て
い
き
た

い
。

杉杉
すぎすぎ

谷谷
たにたに

洋洋
ようよう

一一
いちいち

 議員 議員

　

こ
の
ほ
か
に
、
人
口
増

に
つ
い
て
は
仕
事
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
で
の
流
出
が

あ
る
。
中
学
生
に
本
物

の
英
語
を
学
ぶ
機
会
に

つ
い
て
は
予
算
や
受
け

入
れ
先
の
事
情
に
よ
り

人
数
を
限
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
答
弁
を
得

ま
し
た
。
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老朽水路を維持できるか

見
守
り
を
デ
ジ
タ
ル
で

　
　

効
率
化
し
な
い
か

町長

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

　

状
況
を
み
て
検
討
す
る

話すだけの最新技術

【
浅
田
】 

独
居
高
齢
者
の
見

守
り
の
把
握
方
法
は
。

【
町
長
】 

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、

75
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者

の
う
ち
、
状
況
が
把
握
で

き
な
い
人
を
対
象
に
訪
問

し
て
い
る
。
令
和
７
年
度

は
２
９
１
人
を
対
象
に
調

査
し
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。

【
浅
田
】 

現
在
行
っ
て
い
る

見
守
り
施
策
の
効
果
は
。

【
町
長
】 

民
生
児
童
委
員
に

よ
る
見
守
り
活
動
は
、
孤

立
防
止
や
福
祉
ニ
ー
ズ
の

早
期
発
見
に
役
立
っ
て
い

る
。
ま
た
、
24
事
業
所
と

見
守
り
協
定
を
結
び
、
事

業
活
動
の
中
で
気
づ
い
た

変
化
を
町
へ
知
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

【
浅
田
】 

ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
を
、
見
守
り
や
家
族

と
の
連
絡
手
段
と
し
て
活

用
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
本
町
で
は
デ
マ
ン
ド

バ
ス
や
診
療
予
約
な
ど
幅

広
い
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
補
完
に

よ
っ
て
、
効
率
化
を
は
か

る
こ
と
で
現
場
の
負
担
軽

減
に
つ
な
げ
る
考
え
は
。

【
町
長
】 

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の

活
用
は
有
効
で
あ
る
が
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮

が
必
要
で
あ
る
。
今
月
か

ら
始
ま
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
実
証
状
況
に
よ
っ
て

効
果
的
な
活
用
を
検
討
す

る
。

浅浅
あさあさ

田田
だだ

龍龍
りゅうりゅう

太太
たた

朗朗
ろうろう

 議員 議員

集
落
営
農
は

　

継
続
で
き
る
か

町長

話
し
合
い
を
続
け
た
い

【
大
原
】 

本
年
継
続
を
断
念

し
た
団
体
は
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
の
活
用

が
75
か
ら
64
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
が
76
か
ら

67
と
、
全
体
の
１
割
強
で

あ
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
５

年
後
に
は
参
加
協
定
数
が

半
減
す
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
な
る
集
落
間
の
話
し

合
い
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】 

担
当
課
で
相
談
に

応
じ
る
。

【
大
原
】 

事
務
の
人
材
不
足

を
、
農
協
・
普
及
所
・
共

済
組
合
・
改
良
区
な
ど
に

協
力
依
頼
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】 

事
務
を
担
う
こ
と

は
む
ず
か
し
い
と
考
え
る
。

事
務
が
で
き
な
く
て
農
業

基
盤
が
守
れ
な
い
と
な
ら

大大
おおおお

原原
はらはら

広広
ひろひろ

巳巳
みみ

 議員 議員

　

そ
の
ほ
か
、
淀
江
イ

ン
タ
ー
跡
地
利
用
事
業

の
進
展
状
況
や
、
大
山

口
集
落
周
辺
に
町
営
公

園
の
建
設
に
つ
い
て
聞

い
た
。
公
園
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
計
画
は

な
い
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
た
い
。

天
然
資
源
を
大
切
に

町長

さ
ま
ざ
ま
な

　
　

対
策
を
し
て
守
る

春の遡
そじょう

上までは待てないぞ

【
野
口
】 

川
や
海
の
資
源
を

ど
う
守
る
。

【
町
長
】 

川
や
海
の
天
然
資

源
を
守
る
に
は
、
森
か
ら

川
、
海
へ
の
一
連
の
生
態

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
保

護
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

【
野
口
】 

魚
道
が
死
ん
で
い

る
。
魚
道
の
整
備
を
。

【
町
長
】 

県
管
理
河
川
に
つ

い
て
は
、
治
水
対
策
事
業

を
優
先
し
、
実
施
さ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

生
態
系
保
全
の
観
点
か

ら
、
必
要
性
を
整
理
し
て
、

県
へ
要
望
し
て
い
く
。

【
野
口
】 

磯
焼
け
対
策
は
。

【
町
長
】 

対
策
と
し
て
は
、

食
害
生
物
の
駆
除
、
藻
場

の
再
生
、
環
境
の
改
善
な

ど
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

海
域
に
合
っ
た
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
進
め
て
い
る
。

【
野
口
】 

子
ど
も
た
ち
に
季

節
感
の
あ
る
町
の
資
源
を

ど
う
教
え
て
い
る
。

【
教
育
長
】 

町
の
教
育
振

興
計
画
に
よ
っ
て
、「
大
山

の
恵
み
を
受
け
て
幸
せ
な

未
来
を
創
造
す
る
人
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
に
、
豊

か
な
自
然
あ
ふ
れ
る
本
町

な
ら
で
は
の
恵
み
を
生
か

し
、
子
ど
も
た
ち
が
五
感

で
味
わ
う
学
習
の
充
実
を

は
か
っ
て
い
る
。

野野
のの

口口
ぐちぐち

俊俊
としとし

明明
あきあき

 議員 議員

行
事
の
継
続
・

　

廃
止
の
考
え
方
は

町長

事
業
意
義
な
ど
を

　
　

ふ
ま
え
判
断
す
る

必要性に応じた行事支援を

【
小
林
】 

町
が
支
援
を
す
る

行
事
の
人
的
負
担
の
評
価

は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

【
町
長
】 

人
的
負
担
部
分
の

費
用
負
担
評
価
は
行
っ
て

い
な
い
。
動
員
負
担
が
特

定
の
課
に
集
中
し
な
い
よ

う
に
調
整
を
し
て
い
る
。

【
小
林
】 

行
事
へ
の
参
加

者
の
減
少
が
み
ら
れ
た
際
、

縮
小
・
廃
止
の
考
え
方
は
。

【
町
長
】 

参
加
者
の
減
少
そ

の
も
の
を
判
断
基
準
と
せ

ず
、
事
業
意
義
な
ど
を
ふ

ま
え
て
判
断
し
て
い
る
。

【
教
育
長
】 

参
加
者
を
増
や

す
方
向
で
取
り
組
む
。
増

加
し
な
い
場
合
、
十
分
な

検
討
の
上
で
縮
小
・
廃
止

を
促
す
こ
と
も
あ
る
。

【
小
林
】 

民
間
の
イ
ベ
ン
ト

が
寄
付
や
ス
ポ
ン
サ
ー
を

募
る
際
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
仕
組
み
を
利
用
し
協

力
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】 

内
容
が
本
町
の
施

策
と
合
致
し
、
公
益
性
が

認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
町
事
業
・
補
助
事
業

と
し
て
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

【
小
林
】 

本
町
で
新
た
な

取
り
組
み
を
行
う
町
民
の

ニ
ー
ズ
や
声
を
ど
の
よ
う

に
把
握
す
る
か
。

【
町
長
】 

直
接
相
談
に
来
ら

れ
る
事
も
あ
る
し
、
私
を

含
め
職
員
が
イ
ベ
ン
ト
や

会
合
な
ど
に
参
加
し
た
際

に
意
見
交
換
す
る
。

小小
ここ

林林
ばやしばやし

直直
なおなお

哉哉
やや

 議員 議員

な
い
よ
う
、
持
続
可
能
な

体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

【
大
原
】 

構
成
員
を
減
ら
さ

な
い
た
め
に
も
、
40
代
・

50
代
・
60
代
の
兼
業
農
家

に
も
草
刈
機
購
入
の
助
成

を
し
な
い
か
。

【
町
長
】 

国
の
予
算
が
付
け

ば
、
必
要
な
支
援
を
し
た
い
。
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よかった

よくなかった

どちらでもない

参加者60人(前回秋43人)

語る会の評価は？

アンケート結果

町の施策で関心のあるものは？

0 5 10 15 20 25 30

その他

経済産業の活性化

子育て・教育の支援

地域の賑わいと活力の創出

アウトドアライフの整備

健康・福祉の充実

公共施設などインフラの整備

　
今
回
は
、
上
萬
・
旧
奈
和
・
退

休
寺
・
岡
・
大
山
寺
集
落
と
、
他

に
要
望
の
あ
っ
た
2
団
体
へ
も

訪
問
し
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
は
、
初
の
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
を
試
験
的
に
行
い

ま
し
た
。

全額補助ではないが有線・無線共に補助はある。

集落放送の故障が多く何か対策できないか。

説明会には5社参加があった。冬季は降雪量

によって左右されやすい。グリーンシーズンの

活用も含め注視していく。

職員人件費を除き、他は企業版ふるさと

納税で運営している。

大山チャンネルなどでの広報を要望する。

町の水質検査では異常はないと報告を受けている。

しかし、流出しているのであれば県への報告が必要

である。

大山スキー場の今後について、今後新しい事業者になりテコ

入れをしていくと聞いているが、町民の負担が増えることは

やめてほしい。

現代版牛馬市としてドリームカーフェスタが開催されて

いるが、お金が無駄に使われていないか。

気になるイベントでもあるので情報提供をしてほしい。

川に泡や濁り、匂いが見られるが、畜産排水が

流出しているのではないか。

語る会での声

町民 議員

秋
の
語
る
会
は
、

  
集
落
訪
問

議員と語る会

初のオンラインでの議員と語る会初のオンラインでの議員と語る会

お知らせ

New
s

　大山町議会12月定例会において、現副町長の吉尾啓介氏の任

期満了にともない、新副町長として、環境省から出向している地方

創生監の山根篤大氏が選任されました。任期は令和8年1月1日か

ら4年間となります。

　山根篤大さんは平成2年生まれで現在35歳です。平成26年環

境省に入省し、本省およびいくつかの地方環境事務所等で勤務さ

れ、直近では令和6年3月31日まで九州地方環境事務所沖縄奄美

自然環境事務所奄美群島国立公園管理事務所国立公園保護管理

企画官として勤務されていました。令和6年4月1日から大山町地

方創生監として本町の課題解決に取り組んでいます。

大山町議会12月定例会大山町議会12月定例会

山根篤大 副町長

新副町長新副町長が就任しました

令和7年11月28日鳥取県町村議会議員研修会に議員全員で参加しました。

講演内容①

演題／「地方議員のなり手不足の背景を考える」

講師／拓殖大学政経学部教授

　　　河村和徳 氏

講演内容②

演題／「住民と地域が期待し、求められる議会とは何か。
　　　　～データに基づく現状と課題から考える～」

講師／一般社団法人地方公共団体政策支援機構上席研究員

　　　渡辺太樹 氏

鳥取県町村議会議員研修会鳥取県町村議会議員研修会

Webアンケート
右記の2次元バーコードを読み取っていただくと、アンケート

入力フォームにアクセスできます。（所要時間３分程度）

Faxやメールでも受け付けています。

良かった（分かりやすかった）記事、悪かった（分かりにくかった）記事など、

議会だよりの感想をお聞かせ下さい。

議会や町政へのご意見・ご要望などもお気軽にお寄せ下さい。

Fax 0859-54-5214　　  gikai@town.daisen.lg.jp

「議会だよりだいせん」の感想をお寄せください「議会だよりだいせん」の感想をお寄せください
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大山

トリビア
「香

か

取
とり

」　「香取」の地名は、終戦翌年の昭和21年に 中国大陸（満州）から引き揚げた香川県の人たちによって

開拓されたことに由来し「香」川と鳥「取」から「香取」と名付けられた。

大山

トリビア
「高

たか

橋
はし

」　下市川の中流域に位置する。地名の由来は地内の妙剣大明神および明光寺虚空蔵菩薩に参詣する

途中に高い橋があったことによるという。



2
0
2
6
.
1
  N

O
.8

3
議

会
だ

よ
り

の
ご

感
想

を

お
よ

せ
く

だ
さ

い
!

発
行

/大
山

町
議

会
　

編
集

/広
報

常
任

委
員

会
〒

6
8
9
-3

2
1
1
  鳥

取
県

西
伯

郡
大

山
町

御
来

屋
3
2
8

☎
 0

8
5
9
-5

4
-5

2
1
3
　

℻
 0

8
5
9
-5

4
-5

2
1
4

M
a
il:  g

ik
a
i@

to
w

n
.d

a
ise

n
.lg

.jp

議
会

だ
よ
り

 だ
い

せ
ん

P
u
b

lic
  re

la
tio

n
s
  m

a
g

a
zin

e
  o

f  D
a
is

e
n
  to

w
n
  c

o
u
n
c
il

 

そ
う
ぞ
う
学

　
音
楽
・
演
劇
・
ア
ー
ト
な
ど
の
芸
術
活
動
を
通

し
て
自
己
表
現
を
育
む
時
間
で
す
。

 

子
ど
も
企
画

　
子
ど
も
の「
や
り
た
い
」
を
活
動
に
取
り
入
れ

る
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
カ
ラ
オ
ケ
、
映

画
鑑
賞
、ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
流
れ
る
プ
ー
ル
、
子

ど
も
の
国
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
活
動
し
ま

し
た
。

 

遊
び
学

　
大
山
の
自
然
を
活
用
し
遊
び
を
学
び
に
変
え

る
活
動
で
す
。
沢
登
り
・
サ
ッ
プ
・
大
山
登
山
・
ス

キ
ー
な
ど
挑
戦

的
な
自
然
体
験

を
通
じ
て
成
長

を
促
す
学
び
や
、

森
の
国
、
公
園
、

体
育
館
な
ど
で

日
常
的
な
遊
び

も
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
議
員
と
な
り
、
気

づ
け
ば
12
月
定
例
会
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
８
カ
月
の
間

に
多
く
の
経
験
を
重
ね
て
き

ま
し
た
が
、
特
に
強
く
感
じ

た
の
は
、
休
憩
時
間
に
交
わ

さ
れ
る
議
員
同
士
の
率
直
な

意
見
交
換
の
重
要
性
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
声
や
議
案
へ
の
考
え

を
共
有
し
、
本
会
議
の
議
論

を
よ
り
深
め
る
貴
重
な
時
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
配
信
さ
れ
な
い
裏
側
で

は
あ
り
ま
す
が
、
議
会
を
動

か
す
大
切
な
場
の
一
つ
で
す
。

　
今
後
も
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
議

会
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
　
　
　
（
近
藤
隆
博
）

発
行
責
任
者

　
　
　議
長

　吉
原
美
智
恵

広
報
常
任
委
員
会

　副
委
員
長

　浅
田
龍
太
朗

　
　
　委
員

　池
田

　幸
恵

　
　
　委
員

　加
藤

　紀
之

　
　
　委
員

　西
本

　憲
人

　
　
　委
員

　京
力

　久
子

　
　
　委
員

　近
藤

　隆
博

　
　
　委
員

　小
林

　直
哉

 

「
鳥
取
県
内
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に

学
び
の
機
会
を
つ
く
る
」と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
掲
げ
２
０
２
３
年
４
月
に
開
校
し
、

２
０
２
４
年
１
月
に
は
鳥
取
県
教
育
委
員

会
よ
り
【
不
登
校
児
童
生
徒
を
指
導
す
る

適
応
指
導
施
設（
民
間
教
育
施
設
）
】
と
し

て
の
認
可
を
受
け
た
民
間
の
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
で
す
。

　
現
在
、
大
山
校
に
は
町
内
外
、
県
外
か

ら
小
学
生
・
中
学
生
合
わ
せ
て
32
名
の
児

童
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

こ

･

ラ
ボ
の

　
　
学
び
の
構
成

　
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
個
別
最
適
な
学
習
と
、

多
様
な
体
験
活
動
の
二
本
柱
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
午
前
中
の
２
時
間
を
学
習
時
間
と
し
、
児
童
生

徒
が
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス

で
主
体
的
に
学
ぶ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
山
町
か
ら
の
支
援

　
本
町
で
は
、
鳥
取
県
と
合
わ

せ
て
通
学
補
助
と
し
て
月
額
最

大
３
万
円
の
支
援
を
実
施
し
て

お
り
、
こ
の
金
額
は
鳥
取
県
内

最
大
で
す
。
令
和
７
年
度
よ
り

給
食
費
へ
の
補
助
も
開
始
さ
れ

る
な
ど
、
保
護
者
と
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
非
常
に
心
強
い
支

援
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
。

鳥取フリースクール こ･ラボ大山校
西伯郡大山町冨長 159-1  コワーキングスペース TORICO

電話／０８０-３８７７-８７３９　https://tottori-kolabo.jp

問い合わせ先

大山町の自然を体験

鳥
取
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル 

こ

･

ラ
ボ

大
山
校

旧逢坂保育所で第1回こ・ラボ芸術祭を開催

３
つ
の
体
験
活
動


